
 

 

学習の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準 

（必修・選択・自由科目別の必要単位修得数及び取得可能学位） 

 

～令和５年度以降入学者適応～ 

 

◆身延山大学のコンピデンシ―【特色のある教育プログラム】  

 一般的な定義では、高い仕事力を維持している社会人に共通して見られる行動特性のことです。高い能

力を有する社会人の思考や行動を分析して、その能力を身につけることで、社会的に求められる人材とな

ることを大学教育の中に落とし込み、学生にとって求められる能力の獲得に結びつけてゆくための指針

（コンピテンシー）と、その指針に基づいた教育内容の展開を意味します。 

 身延山大学のコンピテンシーは、７種別 21 項目として表しています。 

種 別 項 目 種 別 項 目 

人 間 力 

（生涯学習力） 

多様な学問の考え方 
表 現 力 

文章表現力 

健 康 力 口頭表現力 

地 域 理 解 
思 考 力 

批判的思考力 

異文化理解 論理的思考力 

外国語リテラシー 

課題探求力 

課題設定力 

知識活用能力 

（情報リテラシー） 

情報収集力 構 想 力 

情報分析力 計 画 力 

情報構成力 

課題解決力 

実 行 力 

コミュニケーション力 

読 解 力 評 価 力 

傾 聴 力 改 善 力 

会 話 力   

 

◆ 授業科目 

 授業科目には、「必修科目」「選択必修科目」「選択科目」があります。必修科目は必ず修得しなければ

ならない科目、選択必修科目は定められた科目の中から選択して必ず修得しなければならない科目のこ

とです。必修科目と選択必修科目から定められた単位を修得しなければ、規定の総単位（１２４単位）に

達していても、卒業ができません。 
 

◆ 単  位 

 授業科目には学習内容に応じて単位が定められ、授業に出席し、試験等に合格した者に対し単位が与え

られます。『大学設置基準』では、「単位」について次のように定められています。 

第２１条 各授業科目の単位数は、大学において定めるものとする。 

２ 前項の単位数を定めるに当たっては、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容をも

って構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学

修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。 

（1）講義及び演習については、１５時間から３０時間までの範囲で大学が定める時間の授業をもっ

て１単位とする。 

（2）実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲で大学が定める時間の授業

をもってこれを１単位とする。ただし、芸術等の分野における個人指導による実技の授業につい

ては、大学が定める時間の授業をもって１単位とすることができる。 

（3）前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目については、これらの

学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要な学修等

を考慮して、単位数を定めることができる。 

１年間の授業時間 

第２２条 １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、３５週にわたることを原則とする。 



 

 

 

◆ 授業形態について 

 本学の授業形態は「対面授業」と「遠隔授業」があります。多くの科目は「対面授業」で行われますが、

「遠隔授業」で行う科目、「対面授業」と「遠隔授業」を併用する科目もあります。通常は「対面授業」

で行われますが、諸事情により急遽「遠隔授業」に変更となる場合もあります。また、年度途中に全面的

に対面・遠隔のいずれか、あるいは全く異なる授業形式に移行することも考えられます。なお、変更が生

じる場合、Gmail でお知らせします。 

１ 「対面授業」について 

  基本的に教室において教員が対面により、学生に対して「講義」「教育研究指導」「実験・実習」等を

行う授業です。（小中高と同じ授業形式です。） 

２ 「遠隔授業」について 

インターネットに接続したデバイスを利用して行う授業です。 

３ 本学での「遠隔授業」について 

（１）同時双方向型（リアルタイム配信、ライブ配信）授業 

  ビデオ会議システム等を利用し、基本的には時間割の開講時限にあわせて授業を行います。教員と

学生がオンライン上で集まり、映像と音声、資料を共有しながら、対面授業と同じ形式で授業が進め

られます。教員と学生が、互いに映像・音声等によるやり取りを行い、質疑応答の機会が確保されま

す。 

（２）オンデマンド授業 

同時双方向ではなく、授業動画、音声付きのパワーポイントなどを視聴し、または、提示された資

料や教科書をもとに教員の指示に従って課題を提出する授業です。授業毎に設問・解答、添削指導、

質疑応答等による十分な指導を行い、当該授業に関する学生等の意見の交換の機会が確保されます。 

（３）ハイフレックス形式授業（同時双方型と対面授業形式の併用） 

時間割に記載された時限に、同時双方向型（リアルタイム配信）と教室での対面授業で開講されま

す。学生さんはＰＣ又はタブレットで、ネット接続が可能な所でしたらどこでも受講ができます。ま

た、教室においても対面授業形式で受講できます。 

４ 「遠隔授業」受講のルール（「対面授業」でも適応） 

次のルールを遵守した上で、遠隔授業を受講してください。なお、このルールは対面授業でも適用され

ます。 

（１）遠隔授業を妨害する行為をしてはいけません。（遠隔授業等に対する不正なアクセスや不適切な

行為等も含まれます。） 

（２）遠隔授業や配布資料へのアクセスのために与えられた URL、ID 及びパスワード等を他者に教えて

はいけません。 

（３）配布されたファイル（音声・動画・画像）、教材、資料等を他者に送付する。または、SNS や掲

示板等インターネット上にアップロードをしてはいけません。 

（４）許可なく担当教員や受講者の動画・画像や音声を取得し、SNS や掲示板等インターネット上にア

ップロードしてはいけません。 

（５）受講者の氏名、学籍番号等の個人情報を SNS や掲示板等インターネット上にアップロードした

り、外部に漏洩及び公表してはいけません。 

（６）担当教員や受講者について、SNS や掲示板等で誹謗中傷や、誤った情報を発信してはいけませ

ん。 

（７）「遠隔授業」では、自分からの発信が他の受講者にも見られていることを十分に認識し、自分の

個人情報の管理にも気をつけてください。自分の画像・音声は他の受講者にも見られていることに

留意してください。 

（８）「遠隔授業」においても、「身延山大学学則第４６条」に定める本学学生の本分に反する行為を

行ってはいけません。 



 

 

（９）（７）を除く上記のことを守られなかった場合には、本学が付与するアカウント等を停止すること

があります。また、本学学則により懲戒処分の対象となり、法律に基づく処分を受けることもありま

す。 

 

◆ 講義科目のナンバリング制度 

令和３年度から本学では、授業内容や履修年次等に応じた、講義科目のナンバリング制度を設けまし

た。ナンバリングは、開設科目に科目の位置づけや授業の難易度など適切な番号を付け、教育課程の体

系性がわかるようにする仕組みです。学問体系などを知らないままやみくもに授業科目を選んでも、そ

の学問領域や知識が身につけられるわけではありません。授業科目に記号と番号を振り、授業の難易

度・性格、位置づけ、履修順を明確にすることによって、学生はどの科目から履修していけばよいかを

理解し、履修する授業がいかなる位置にあり、どのような目的で履修するのかを把握することができま

す。ナンバリングはシラバスに記入してあります。 

 

1 ナンバリングの構成内容（全 6英数字） 

大分野  分野 難易度（D） 通し番号 

英字 1文字 英字 2文字 数字 1文字 数字 2文字 

＊留意事項 令和３年度科目の「通し番号」は奇数のみです。 

 

2 分野と略号表（付与はすべて小文字） 

分野名 大分野略号 分野略号 分野名 大分野略号 分野略号 

人文・社会科学系科目 ｌ 

（教養） 

ｌｓ キャリア系科目 ｓ 

（特別） 

ca 

自然科学系・総合領域

科目 

ｓｍ ゼミナール科目 se 

卒業論文科目 st 

地域教養科目 ｃｌ 学芸員科目 ｃ 

（資格） 

mc 

情報科目 si 社会教育主事科目 se 

保健体育科目 ma 社会福祉主事科目 sw 

語学科目 ｌｃ 教職科目 fs 

専門基礎科目 ｍ 

（専門） 

mb 日本語科目 ｊ ｊi 

日蓮学系科目 ｎb 

仏教学系科目 bs 

仏教実践系科目 bp 

仏教芸術系科目 ba 

宗教学系科目 ｔｈ 

博物館系科目 mu 

福祉理論系科目 ｗｔ 

福祉技術系科目 ws 

 

3 科目難易度（Difficulty）項目について 

D（難易度） D（難易度）の考え方 履修年次の目安 

0 認定科目などの非評価科目 GPA 除外科目（点数評価に該当しない科目） 

1 大学生が知っておくべき基礎・基本

に該当する難度 

1 年次履修推奨科目 

1～4年次履修推奨科目 

2 １よりも難しいが基礎・基本の範疇

に該当する難度 
2 年次履修推奨科目 

3 専門課程に必須な知識や技能を身に

つける難度 

2・3・4 年次履修推奨科目（含：2・3年次履

修科目） 

4 専門課程の応用力を養う難度 3・4年次履修推奨科目 



 

 

5 専門課程の発展的な力を養う難度 4 年次履修推奨科目 

6 大学生の学修の集大成となる難度 卒業論文 

 

4 表記例 

 ➀科目名  日蓮教団史  ナンバリング  mnb201   

 

 

 

 ②科目名  音楽療法  ナン

バリング  mba321    

 

 

 

 ③科目名  ソーシャルワー

ク実習Ⅱ  ナンバリング  mws421   

 

 

  

 

◆ 時間割 

 学期は、前期・後期とし、各学期は原則として１５週とします。毎日の講義時間は１時限（１コマ）９

０分を原則として、下表の通り、５時限（５コマ）に区切って授業を行います。 

 

時間割 

時  限 授業時間 

第 1時限 8：50～10：20 

第 2 時限 10：25～11：55 

昼休み 11：55～12：25 

第 3 時限 12：25～13：55 

第 4 時限 14：00～15：30 

第 5 時限 15：35～17：05 

 

◆ ガイダンス 

ガイダンスでは、新しい学年のはじめに、各科目を受講するための履修方法・登録及び大学生活を送る

上での必要事項についての説明がなされます。下記のガイダンスがありますので必ず出席し、確認するよ

うにして下さい。 

・在校生ガイダンス  在校生（２・３・４年生）を対象としたガイダンス 

・新入生オリエンテーション 新入生（１年生・編入生）を対象としたオリエンテーション 

・諸資格ガイダンス  諸資格課程履修者を対象としたガイダンス 

（在校生 在校生ガイダンス時 新入生・編入生 新入生オリエンテーション

時） 

・個別履修相談    全学年を対象とした履修方法の個別相談（４月初旬から中旬 大学事務局） 

 

◆ アカデミック・アドバイザー制度 

大分野  分野 難易度

（D） 

通し番号 

専門科目 日蓮学系科目 2 0１から 

m nb 2 01（仮） 

大分野  分野 難易度

（D） 

通し番号 

専門科目 仏教芸術系科目 3 0１から 

m ba 3 21（仮） 

大分野  分野 難易度（D） 通し番号 

専門科目 福祉技術系科目 4 0１から 

m Ws 4 21（仮） 



 

 

アカデミック・アドバイザーは「学業上の助言者」という意味ですが、本学では担当教員が、学生一

人ひとりに対し、入学から卒業まで学習全般や学生生活の指導、助言及び相談を行い、効果的な学習を

支援します。いわゆる担任の先生の役割をします。気軽に相談してください。 

 

 

 

 【アカデミック・アドバイザーの役割】 

（１）履修登録に関する指導 

    履修登録については、学生本人の希望を優先しますが、修得単位や就職希望等を勘案し出来るだ

け高い学習効果が得られるよう指導・助言を行います。 

（２）学習に関する指導 

 履修登録に関する指導や、学習に関する指導・助言を行います。履修登録終了後も学生の学習状

況を確認し、学習面のアドバイスを行います。 

（３）成績不振学生に対する指導 

当該学期の修得単位数が１０単位以下の学生や、GPA が 1.5 未満の学生に対し、個別に指導を行

います。 

（４）学生生活の指導、助言及び相談 

   入学したばかりの１年生や編入生の皆さんは勉学上の悩みだけではなく、生活上の悩みに直面す

るかも知れません。大学生活になじめない、健康がすぐれない、気分が落ち込む、セクシュアルハラ

スメントの被害にあう、経済上の問題等があります。こうした悩みについてもアカデミック・アドバ

イザーは相談に乗ってくれる頼もしい存在です。 

 

◆ 履修上の規定 

 科目を履修するためには、前期は、前期履修登録締切日（年間行事予定表参照）までに、後期は、後

期履修登録締切日（年間行事予定表参照）までに、各自が履修登録をしなければなりません。履修登録

を行わなければ、試験を受けても単位取得が認められません。 

 履修登録をするためには、所定の期日までに、『履修カード』を担当教員に、『履修届』を大学事務局に

提出しなければなりません。『履修カード』に記入した科目と『履修届』に記入した科目が同じ場合にの

み、履修登録が完了となります。『履修カード』、『履修届』に、不明瞭に記された科目については、その

登録が無効となりますので注意して下さい。 

 

『履修カード』 …前期・後期の学期当初に、大学事務局にて配布します。講義ｺｰﾄﾞ・講義名・担当

教員名等を記入し、前期・後期の第一回講義時に提出します。 

『履修届』   …前期・後期の学期当初に、大学事務局にて配布します。履修科目・講義ｺｰﾄﾞ・講

義名・担当教員名等を記入し、大学事務局に提出して下さい。 

同時限に重複する科目を登録したり、年次指定を間違えたりしないように注意し

て下さい。 

 

◆ 履修登録後の注意 

1 履修登録後は、登録された科目以外は履修が認められません。 

2 履修変更（登録変更）は、年間行事予定表を参照し、履修登録変更届期限内に行ってください。それ

以外の履修変更は、一切認められません。 

 

◆ 年間制限単位数 

１ 変動型ＣＡＰ制度の導入について 

  本学では学生が学力に応じた十分な学修時間を確保するために、履修登録可能な単位数の上限を、



 

 

学期ごとの成績（ＧＰＡ）により上下する制度（変動型ＣＡＰ制度）を採用しています。 

変動型ＣＡＰ制度とは、前学期のＧＰＡにより、下表に示す履修上限単位数が４段階に変動する制度

のことです。この制度を導入する背景には、１，２年次の学生が単位を多く履修して、予習・復習も不

十分なまま授業に臨み、どの科目も理解不十分になり、途中で履修を放棄する事例が多く見られたから

です。そこで本学ではＧＰＡを基にして、履修可能な単位数の上限（ＣＡＰ制）を設定することで、学

生自身が自らの成績状況を理解し、学修内容に応じて学修時間を確保し、能動的に関わってゆけるよう

に本制度の導入を行っています。 

 

2 成績優秀学生の履修年次を越えた科目の履修について 

 変動型ＣＡＰ制度により前学期のＧＰＡがＳ又はＡランクの成績が優秀な学生は、履修可能単位数内

であれば履修希望科目の履修年次に関係なく履修が可能です。その際にはアカデミック・アドバイザー

と相談の上、次の事項に留意の上、履修する科目を決めてください。 

（１）副専攻の履修も考慮してください。 

（２）特に低学年次に、開講科目のナンバリング及びカリキュラムツリーにおいて難易度が高い科目を

履修する際には、十分留意してください。（科目難易度（Difficulty）項目を参照してください。） 

（３）低学年次には資格取得も視野に入れた履修を考慮してください。 

 

3 変動型ＣＡＰ制度（履修制限） 

ランク 前学期のＧＰＡ 履修可能単位数 

Ｓランク 3.5 以上 28 

Ａランク 2.5 以上 3.5 未満 26 

Ｂランク 1.5 以上 2.5 未満 24（基準値） 

Ｃランク 1.5 未満（履修支援対象者） 18 

（１）新入生（１年生・編入生）・休学生や病気欠席等のやむを得ない事由により、その学期のすべての授業科

目を履修できなかった場合、次学期の上限単位数は GPA と関係なく基準値の２４単位となります。 

（２）長期履修生の履修できる単位の上限は前期１８単位・後期１８単位です。ただし、資格取得のため

の単位数については制限がありません。また、卒業論文についても上限数に加えて履修できます。 

 

4 本学の最低履修単位数について 

学年 学期 履修可能単位数 最低履修単位数 資格取得のための単位数 

第 1学年 
前 期 24（基準値） 

指定しません。 

制限なし 

後 期 

前学期のＧＰＡに

より各自異なりま

す。 

基準値は 24 単位と

なります。 

第 2学年 
前 期 

後 期 

第 3学年 
前 期 

後 期 

第 4学年 

前 期 8 単位 

（卒業論文を含む） 後 期 

※後期に履修可能単位数以外に卒業論文（８単位）を履修す

ることも可能です。 

合    計  124 単位 

卒業基準単位 124 単位 124 単位   

 

5 履修上の学生支援について  

（１）ＧＰＡがＣランクの場合、アカデミック・アドバイザー及び担当職員による履修支援が行われます。



 

 

（上記のＧＰＡの数値に関わらず履修支援が必要と判断した学生も、アカデミック・アドバイザー及

び担当職員による履修支援が行われます。） 

（２）２学期連続してＧＰＡがＣランクの場合、アカデミック・アドバイザー、担当職員及び保護者を交

えた四者面談が義務づけられます。（特別な履修支援が必要と判断された学生も、アカデミック・アド

バイザー、担当職員及び保護者を交えた四者面談が義務づけられます。） 

 

◆ 履修手続き 

 前期及び後期の履修手続きは下図の通りです。 

前期履修手続き方法 後期履修手続き方法 

ガイダンス及びオリエンテーション 

〔履修・単位認定・学生生活等〕 
講義開始 

↓ ↓ 

各講義の聴講 履修届の作成 各講義の聴講 履修届の作成 

↓        ↓ ↓       ↓ 

履修カード記入 大学事務局へ提出 
履修カード記

入 
大学事務局へ提出 

↓       ↓ ↓       ↓ 

担当教員へ提出 履修変更手続き 担当教員へ提出 履修変更手続き 

↓       ↓ ↓       ↓ 

前期履修手続き完了 後期履修手続き完了 

 

◆ 仏教学部教育課程略図 

学 部 仏教学部 

学科 仏教学科 

主専攻 日蓮学専攻 文学・芸術専攻 福祉学専攻 

副専攻 
主専攻以外の専攻を副専攻として履修しなければなりません。副専攻は他の専攻の専

門科目から１２単位以上履修し、修得してください。 

内 容 

仏教学、仏教史、日蓮教

学、宗門史、日蓮思想、臨

床教学法要式等 

文学、カルチャー、仏教彫刻、

仏教美術、仏像修復、博物館

学、仏教音楽、社会教育等 

社会福祉、地域福祉等 

主な 

資格 

日蓮宗僧階（権僧都） 

 

学芸員資格 

社会教育主事任用資格（社会

教育士） 

社会福祉士国家試験受験資

格、身体障害者福祉司、生活

指導員、知的障害者福祉司、

社会福祉主事 

取得できる

資格 

社会福祉士国家試験受験資格・学芸員資格・社会教育主事任用資格（社会教育士）・介護

福祉士実務者研修・身体障害者福祉司・生活指導員・知的障害者福祉司・社会福祉主事

地域福祉コーディネーター・日蓮宗僧階（権僧都）  



 

 

就職先 

寺院、日蓮宗関係の諸機関、各種企業、博物館等 

大学院等への進学 

特別養護老人ホームや養護

老人ホームなど高齢者施設

のケアワーカー、老人保健施

設や病院施設のケアワーカ

ー、各種社会福祉施設の職員

等 

 

留意事項 

1 福祉学専攻においては、１年次に履修した科目を修得できなかった場合、４年間で社会福祉士国家試

験受験資格を取得して卒業できない場合もあり得ますので、計画的に履修してください。 

2 在学中に、社会福祉士国家試験受験資格科目の実習系科目を修得できなかった場合、卒業後に実習系

科目を科目等履修生として修得できます。しかし、他の科目は科目等履修生として修得できず、社会福

祉士国家試験受験資格を得ることができません。 

3 資格取得について 

１年次より計画的に履修をしてください。漫然と履修していると資格を取得できないことがあります

ので、十分に注意してください。  

 

◆ 単位の認定・学期末試験等について 

1 履修科目の単位修得の認定は、試験などその科目ごとに指定された方法により行われ、一定の基準以

上に達した場合のみ、所定の単位が与えられます。 

2 全教科とも授業時間数の３分の２以上を出席しなければなりません。これに満たない場合は、学期末

試験を受験することができません。（３分の２以上出席しても単位が認められるとは限りません。） 

3 試験は原則として筆記試験で行われますが、レポート等の方法をもって代えることもあります。 

4 試験は所定の試験日時及び所定の場所で受けなければなりません。但し、やむを得ない事情によって

受験できなかった者に限り、追試験が許可される場合もあります。追試験を受けようとする場合は、定

期試験を受験できなかったことを証明する書類を添えて大学所定の日時までに大学事務局に願い出な

ければなりません。 

5 レポート等は担当教員の指示する期日までに指定された場所に直接本人が提出しなければなりません。 

郵送及び期日に遅れて提出されたものは、受理されません。 

6 評価及び単位の認定は、原則として学期末に成績通知票の郵送により行います。  



 

 

◆ 成績の評価制度 

1 ＧＰＡ制度（Grade Point Average）を導入した、成績の判定を Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ の５段階で行

います。 

 

ＧＰＡ制度の導入について 

平成２６年度より、修得した科目の評定をＳ・Ａ・Ｂ・Cの４段階で行い、成績を平均化したＧＰ

Ａ（Grade Point Average）を全学的に導入しました。これまでの成績評価は，Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ（不

可）の４段階でしたが、これをＳ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ（不可）の５段階評価に改めます。 

従来の 4段階評価から 5段階評価（特に従来の「Ａ（優）」を「Ｓ（秀）」と「Ａ（優）」に細分化）

という、よりきめ細かな成績評価を行うことで、学修の到達度が一層明確になります。 

ＧＰＡ制度は、本来学生自身がそれぞれの学修到達度を質的に把握することにより、学生自身の自

覚を促すための指標にすぎないのですが、その状況によっては、大学からの学修指導が行われること

になります。しかし、ＧＰＡ制度は、成績面から学生にペナルティーを課し、学生を管理することを

目的とするわけではなく、学生の勉学の動機付け、励ます制度として導入された制度です。 

なお、ＧＰＡ制度では、単位を修得できなかった不合格科目（Ｄ評価の科目）や未受験科目（F評

価の科目）も成績に加算されます。従って、不合格科目や履修放棄科目が多いとそれだけＧＰＡが低

くなり、その意味で学生の勉学への意欲や取組み方がはっきりと表れます。 

また、ＧＰＡ制度は教育の国際化に対応できる指標であるために、最近日本でもＧＰＡ制度と併せ

て 5段階評価を導入する大学が増えていることから、他大学の制度との互換性を高めることにもなり

ます。 

 

2 試験得点に応じて５段階（4.0、3.0、2.0、1.0、0）の数値【グレード・ポイント（以下「ＧＰ」とい

う。）】設定をします。なお、受講を途中でやめた科目や不合格となった科目はＧＰが 0 点となります。 

3 各履修科目のＧＰに、科目の単位数をかけた値を全履修科目分合算し、その値を全履修科目の単位数

の合計で割ったものがＧＰＡとなります。 

4 成績評価とＧＰ 

評価区分 評定記号と評価内容 付加するＧＰ 旧評価 

100～90 点 Ｓ（秀）：特に優れた成績である ４ 
Ａ 

89～80 点 Ａ（優）：優れた成績である ３ 

79～70 点 Ｂ（良）：概ね妥当な成績である ２ Ｂ 

69～60 点 Ｃ（可）：合格に必要な最低限度を満たした成績である １ Ｃ 

59～0点 Ｄ（不可）：合格には至らない成績である ０ Ｄ 

 Ｎ：単位認定科目であり，ＧＰＡ計算対象外 なし  

（１） ＧＰＡの対象となる授業科目 

以下に該当する科目を除く、全ての授業科目がＧＰＡの対象となります。 

〈以下に該当する科目はＧＰが付加されません。〉 

① 合格か不合格かだけを判定する授業科目  

② 編入学または転入学した際の単位認定科目 

③ 本学入学前に修得した単位認定科目 

④ 他大学との単位互換等で修得した科目  

⑤ 高大連携の単位認定 

 

（２）算出方法 

算出式は次のとおりです。  



 

 

 

4.0×Ｓの修得単位数＋3.0×Ａの修得単位数＋2.0×Ｂの修得単位数＋1.0×Ｃの修得単位数 

総履修単位数（「Ｄ（不可）」）の単位数を含む） 

 

（注１）ＧＰＡの計算は、小数点第２位以下を四捨五入するものとします。 

（注２）「総履修登録単位数」には、不合格科目を再履修し、合格の評価を得た場合及び再履修の 

結果再び、不合格の評価であった場合、それぞれ再履修前の不合格評価については、通算 

のＧＰＡには算入しません。 

 

 

（参考）ある学生のＧＰＡ 

授業科目名 単位 得点 評価 ＧＰ ＧＰ×科目の単位数 

哲学 2 92 Ｓ（秀） 4.0 4.0×２ ＝ 8.0 

政治学 2 75 Ｂ（良） 2.0 2.0×２ ＝ 4.0 

自然科学入門 2 35 Ｄ（不可） 0.0 0.0×２ ＝ 0.0 

倫理学 2 70 Ｂ（良） 2.0 2.0×２ ＝ 4.0 

健康とスポーツの科学 2 受験不可 Ｄ（不可） 0.0 0.0×2 ＝ 0.0 

英語Ａ 2 80 Ａ（優） 3.0 3.0×２ ＝ 6.0 

日蓮聖人伝 2 90 Ｓ（秀） 4.0 4.0×２ ＝ 8.0 

発達心理学 2 64 Ｃ（可） 1.0 1.0×２ ＝ 2.0 

心理学 2 84 Ａ（優） 3.0 3.0×２ ＝ 6.0 

介護総論 2 100 Ｓ（秀） 4.0 4.0×２ ＝ 8.0 

日蓮学入門 2 95 Ｓ（秀） 4.0 4.0×２ ＝ 8.0 

合 計 22    54.0 ポイント 

ＧＰＡ ＝ 2.5 （54.0÷ 22 ＝2.45…小数点第２位を四捨五入する） 

 

◆ 仏教学科履修表 

１ 主専攻による履修表 

（１）教養科目 

分野 履修方法 最低修得単位数 

人文・社会科学系科目 ６単位以上修得 

必修科目を含む、２８単位以上修得 

自然科学系・総合領域科目 ６単位以上修得 

地域教養科目 ２単位以上修得 

情報科目 ２単位以上修得 

保健体育科目 ２単位以上修得 

語学科目 
同一科目（Ａ・B）４単位以上修

得 

 

（２）専門基礎科目 

区分 専攻 最低修得単位数 



 

 

専門基礎科  目 

日蓮学専攻 

必修科目を含む、１２単位以上修得 文学・芸術専攻 

福祉学専攻 

 

（３）専門科目 

区分 専攻 履修方法 最低修得単位数 

専門科目 

日蓮学専攻 

日蓮学専攻科目の「日蓮学系科目」「仏教学系科

目」「仏教実践系科目」から履修 

共通科目の「キャリア系科目」「ゼミナール・卒

業論文」から履修 

主専攻より必修科目

を含めて７２単位以

上、副専攻より１２

単位以上の合計８４

単位以上修得 

文学・芸術専攻 

文学・芸術専攻科目の「仏教芸術系科目」「文

学・歴史学系科目」「博物館学系科目」「社会教

育士系科目」から履修 

共通科目の「キャリア系科目」「ゼミナール・卒

業論文」から履修 

福祉学専攻 

福祉学専攻科目の「福祉理論系科目」「福祉技術

系科目」から履修 

共通科目の「キャリア系科目」「ゼミナール・卒

業論文」から履修 

 

（４）教養科目・専門基礎科目・専門科目の合計 

専攻 教養科目 専門基礎科目 主専攻専門科目 副専攻専門科目 合計 

日蓮学専攻 
２８単位 

以上修得 

１２単位 

以上修得 

７２単位 

以上修得 

１２単位 

以上修得 

１２４単位

以上修得 
文学・芸術専攻 

２８単位 

以上修得 

１２単位 

以上修得 

７２単位 

以上修得 

１２単位 

以上修得 

福祉学専攻 
２８単位 

以上修得 

１２単位 

以上修得 

７２単位 

以上修得 

１２単位 

以上修得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～令和３・４年度入学者適応～ 

 

◆身延山大学のコンピデンシ―【特色のある教育プログラム】  



 

 

 一般的な定義では、高い仕事力を維持している社会人に共通して見られる行動特性のことです。高い能

力を有する社会人の思考や行動を分析して、その能力を身につけることで、社会的に求められる人材とな

ることを大学教育の中に落とし込み、学生にとって求められる能力の獲得に結びつけてゆくための指針

（コンピテンシー）と、その指針に基づいた教育内容の展開を意味します。 

 身延山大学のコンピテンシーは、７種別 21 項目として表しています。 

種 別 項 目 種 別 項 目 

人 間 力 

（生涯学習力） 

多様な学問の考え方 
表 現 力 

文章表現力 

健 康 力 口頭表現力 

地 域 理 解 
思 考 力 

批判的思考力 

異文化理解 論理的思考力 

外国語リテラシー 

課題探求力 

課題設定力 

知識活用能力 

（情報リテラシー） 

情報収集力 構 想 力 

情報分析力 計 画 力 

情報構成力 

課題解決力 

実 行 力 

コミュニケーション力 

読 解 力 評 価 力 

傾 聴 力 改 善 力 

会 話 力   
 

◆ 授業科目 

 授業科目には、「必修科目」「選択必修科目」「選択科目」があります。必修科目は必ず修得しなければ

ならない科目、選択必修科目は定められた科目の中から選択して必ず修得しなければならない科目のこ

とです。必修科目と選択必修科目から定められた単位を修得しなければ、規定の総単位（１２４単位）に

達していても、卒業ができません。 
 

◆ 単  位 

 授業科目には学習内容に応じて単位が定められ、授業に出席し、試験等に合格した者に対し単位が与え

られます。『大学設置基準』では、「単位」について次のように定められています。 

第２１条 各授業科目の単位数は、大学において定めるものとする。 

２ 前項の単位数を定めるに当たっては、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容をも

って構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修

等を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。 

（1）講義及び演習については、１５時間から３０時間までの範囲で大学が定める時間の授業をもっ

て１単位とする。 

（2）実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲で大学が定める時間の授業

をもってこれを１単位とする。ただし、芸術等の分野における個人指導による実技の授業について

は、大学が定める時間の授業をもって１単位とすることができる。 

（3）前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目については、これらの

学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要な学修等

を考慮して、単位数を定めることができる。 

１年間の授業時間 

第２２条 １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、３５週にわたることを原則とする。 

◆ 授業形態について 

 本学の授業形態は「対面授業」と「遠隔授業」があります。多くの科目は「対面授業」で行われますが、

「遠隔授業」で行う科目、「対面授業」と「遠隔授業」を併用する科目もあります。通常は「対面授業」

で行われますが、諸事情により急遽「遠隔授業」に変更となる場合もあります。また、年度途中に全面的

に対面・遠隔のいずれか、あるいは全く異なる授業形式に移行することも考えられます。なお、変更が生



 

 

じる場合、Gmail でお知らせします。 

１ 「対面授業」について 

  基本的に教室において教員が対面により、学生に対して「講義」「教育研究指導」「実験・実習」等を

行う授業です。（小中高と同じ授業形式です。） 

２ 「遠隔授業」について 

インターネットに接続したデバイスを利用して行う授業です。 

３ 本学での「遠隔授業」について 

（１）同時双方向型（リアルタイム配信、ライブ配信）授業 

  ビデオ会議システム等を利用し、基本的には時間割の開講時限にあわせて授業を行います。教員と

学生がオンライン上で集まり、映像と音声、資料を共有しながら、対面授業と同じ形式で授業が進め

られます。教員と学生が、互いに映像・音声等によるやり取りを行い、質疑応答の機会が確保されま

す。 

（２）オンデマンド授業 

同時双方向ではなく、授業動画、音声付きのパワーポイントなどを視聴し、または、提示された資

料や教科書をもとに教員の指示に従って課題を提出する授業です。授業毎に設問・解答、添削指導、

質疑応答等による十分な指導を行い、当該授業に関する学生等の意見の交換の機会が確保されます。 

（３）ハイフレックス形式授業（同時双方型と対面授業形式の併用） 

時間割に記載された時限に、同時双方向型（リアルタイム配信）と教室での対面授業で開講されま

す。学生さんはＰＣ又はタブレットで、ネット接続が可能な所でしたらどこでも受講ができます。ま

た、教室においても対面授業形式で受講できます。 

４ 「遠隔授業」受講のルール（「対面授業」でも適応） 

次のルールを遵守した上で、遠隔授業を受講してください。なお、このルールは対面授業でも適用され

ます。 

（１）遠隔授業を妨害する行為をしてはいけません。（遠隔授業等に対する不正なアクセスや不適切な

行為等も含まれます。） 

（２）遠隔授業や配布資料へのアクセスのために与えられた URL、ID 及びパスワード等を他者に教えて

はいけません。 

（３）配布されたファイル（音声・動画・画像）、教材、資料等を他者に送付する。または、SNS や掲

示板等インターネット上にアップロードをしてはいけません。 

（４）許可なく担当教員や受講者の動画・画像や音声を取得し、SNS や掲示板等インターネット上にア

ップロードしてはいけません。 

（５）受講者の氏名、学籍番号等の個人情報を SNS や掲示板等インターネット上にアップロードした

り、外部に漏洩及び公表してはいけません。 

（６）担当教員や受講者について、SNS や掲示板等で誹謗中傷や、誤った情報を発信してはいけませ

ん。 

（７）「遠隔授業」では、自分からの発信が他の受講者にも見られていることを十分に認識し、自分の

個人情報の管理にも気をつけてください。自分の画像・音声は他の受講者にも見られていることに

留意してください。 

（８）「遠隔授業」においても、「身延山大学学則第４６条」に定める本学学生の本分に反する行為を

行ってはいけません。 

（９）（７）を除く上記のことを守られなかった場合には、本学が付与するアカウント等を停止すること

があります。また、本学学則により懲戒処分の対象となり、法律に基づく処分を受けることもありま

す。 

◆ 講義科目のナンバリング制度 

令和３年度から本学では、授業内容や履修年次等に応じた、講義科目のナンバリング制度を設けまし

た。ナンバリングは、開設科目に科目の位置づけや授業の難易度など適切な番号を付け、教育課程の体



 

 

系性がわかるようにする仕組みです。学問体系などを知らないままやみくもに授業科目を選んでも、そ

の学問領域や知識が身につけられるわけではありません。授業科目に記号と番号を振り、授業の難易

度・性格、位置づけ、履修順を明確にすることによって、学生はどの科目から履修していけばよいかを

理解し、履修する授業がいかなる位置にあり、どのような目的で履修するのかを把握することができま

す。ナンバリングはシラバスに記入してあります。 

 

1 ナンバリングの構成内容（全 6英数字） 

大分野  分野 難易度（D） 通し番号 

英字 1文字 英字 2文字 数字 1文字 数字 2文字 

＊留意事項 令和３年度科目の「通し番号」は奇数のみです。 

 

2 分野と略号表（付与はすべて小文字） 

分野名 大分野略号 分野略号 分野名 大分野略号 分野略号 

人文・社会科学系科目 ｌ 

（教養） 

ｌｓ キャリア系科目 ｓ 

（特別） 

ca 

自然科学系・総合領域

科目 

ｓｍ ゼミナール科目 se 

卒業論文科目 st 

地域教養科目 ｃｌ 学芸員科目 ｃ 

（資格） 

mc 

情報科目 si 社会教育主事科目 se 

保健体育科目 ma 社会福祉主事科目 sw 

語学科目 ｌｃ 教職科目 fs 

専門基礎科目 ｍ 

（専門） 

mb 日本語科目 ｊ ｊi 

日蓮学系科目 ｎb 

仏教学系科目 bs 

仏教実践系科目 bp 

仏教芸術系科目 ba 

宗教学系科目 ｔｈ 

博物館系科目 mu 

福祉理論系科目 ｗｔ 

福祉技術系科目 ws 

 

3 科目難易度（Difficulty）項目について 

D（難易度） D（難易度）の考え方 履修年次の目安 

0 認定科目などの非評価科目 GPA 除外科目（点数評価に該当しない科目） 

1 大学生が知っておくべき基礎・基本

に該当する難度 

1 年次履修推奨科目 

1～4年次履修推奨科目 

2 １よりも難しいが基礎・基本の範疇

に該当する難度 
2 年次履修推奨科目 

3 専門課程に必須な知識や技能を身に

つける難度 

2・3・4 年次履修推奨科目（含：2・3年次履

修科目） 

4 専門課程の応用力を養う難度 3・4年次履修推奨科目 

5 専門課程の発展的な力を養う難度 4 年次履修推奨科目 

6 大学生の学修の集大成となる難度 卒業論文 

 

 

4 表記例 

 ➀科目名  日蓮教団史  ナンバリング  mnb201   

大分野  分野 難易度

（D） 

通し番号 



 

 

 

 

 

 ②科目名  音楽療法  ナンバリング  mba321    

 

 

 

 

 ③科目名  ソーシャルワーク実習Ⅱ  ナンバリング  mws421   

 

 

  

 

◆ 時間割 

 学期は、前期・後期とし、各学期は原則として１５週とします。毎日の講義時間は１時限（１コマ）９

０分を原則として、下表の通り、５時限（５コマ）に区切って授業を行います。 

 

時間割 

時  限 授業時間 

第 1時限 8：50～10：20 

第 2 時限 10：25～11：55 

昼休み 11：55～12：25 

第 3 時限 12：25～13：55 

第 4 時限 14：00～15：30 

第 5 時限 15：35～17：05 

 

◆ ガイダンス 

 ガイダンスでは、新しい学年のはじめに、各科目を受講するための履修方法・登録及び大学生活を送る

上での必要事項についての説明がなされます。下記のガイダンスがありますので必ず出席し、確認するよ

うにして下さい。 

・在校生ガイダンス  在校生（２・３・４年生）を対象としたガイダンス 

・新入生オリエンテーション   新入生（１年生・編入生）を対象としたオリエンテーション 

・諸資格ガイダンス  諸資格課程履修者を対象としたガイダンス 

（在校生 在校生ガイダンス時 新入生・編入生 新入生ガイダンス時） 

・個別履修相談    全学年を対象とした履修方法の個別相談（４月初旬から中旬 大学事務局） 

 

◆ アカデミック・アドバイザー制度 

アカデミック・アドバイザーは「学業上の助言者」という意味ですが、本学では担当教員が、学生

一人ひとりに対し、入学から卒業まで学習全般や学生生活の指導、助言及び相談を行い、効果的な学

習を支援します。いわゆる担任の先生の役割をします。気軽に相談してください。 

 

 【アカデミック・アドバイザーの役割】 

（１）履修登録に関する指導 

   履修登録については、学生本人の希望を優先しますが、修得単位や就職希望等を勘案し出来るだ

け高  

専門科目 日蓮学系科目 2 0１から 

m nb 2 01（仮） 

大分野  分野 難易度

（D） 

通し番号 

専門科目 仏教芸術系科目 3 0１から 

m ba 3 21（仮） 

大分野  分野 難易度（D） 通し番号 

専門科目 福祉技術系科目 4 0１から 

m Ws 4 21（仮） 



 

 

い学習効果が得られるよう指導・助言を行います。 

（２）学習に関する指導 

 履修登録に関する指導や、学習に関する指導・助言を行います。履修登録終了後も学生の学習状況

を確認し、学習面のアドバイスを行います。 

（３）成績不振学生に対する指導 

当該学期の修得単位数が１０単位以下の学生や、GPA が 1.5 未満の学生に対し、個別に指導を行い

ます。 

（４）学生生活の指導、助言及び相談 

    入学したばかりの１年生や編入生の皆さんは勉学上の悩みだけではなく、生活上の悩みに直面

するかも知れません。大学生活になじめない、健康がすぐれない、気分が落ち込む、セクシュアルハ

ラスメントの被害にあう、経済上の問題等があります。こうした悩みについてもアカデミック・アド

バイザーは相談に乗ってくれる頼もしい存在です。 

 

◆ 履修上の規定 

 科目を履修するためには、前期は、前期履修登録締切日（年間行事予定表参照）までに、後期は、後

期履修登録締切日（年間行事予定表参照）までに、各自が履修登録をしなければなりません。履修登録

を行わなければ、試験を受けても単位取得が認められません。 

 履修登録をするためには、所定の期日までに、『履修カード』を担当教員に、『履修届』を大学事務局に

提出しなければなりません。『履修カード』に記入した科目と『履修届』に記入した科目が同じ場合にの

み、履修登録が完了となります。『履修カード』、『履修届』に、不明瞭に記された科目については、その

登録が無効となりますので注意して下さい。 

 

『履修カード』 …前期・後期の学期当初に、大学事務局にて配布します。講義ｺｰﾄﾞ・講義名・担当

教員名等を記入し、前期・後期の第一回講義時に提出します。 

『履修届』   …前期・後期の学期当初に、大学事務局にて配布します。履修科目・講義ｺｰﾄﾞ・講

義名・担当教員名等を記入し、大学事務局に提出して下さい。 

同時限に重複する科目を登録したり、年次指定を間違えたりしないように注意し

て下さい。 

 

◆ 履修登録後の注意 

1 履修登録後は、登録された科目以外は履修が認められません。 

2 履修変更（登録変更）は、年間行事予定表を参照し、履修登録変更届期限内に行ってください。それ

以外の履修変更は、一切認められません。 

 

◆ 年間制限単位数 

１ 変動型ＣＡＰ制度の導入について 

  本学では学生が学力に応じた十分な学修時間を確保するために、履修登録可能な単位数の上限を、

学期ごとの成績（ＧＰＡ）により上下する制度（変動型ＣＡＰ制度）を採用しています。 

変動型ＣＡＰ制度とは、前学期のＧＰＡにより、下表に示す履修上限単位数が４段階に変動する制度

のことです。この制度を導入する背景には、１，２年次の学生が単位を多く履修して、予習・復習も不

十分なまま授業に臨み、どの科目も理解不十分になり、途中で履修を放棄する事例が多く見られたから

です。そこで本学ではＧＰＡを基にして、履修可能な単位数の上限（ＣＡＰ制）を設定することで、学

生自身が自らの成績状況を理解し、学修内容に応じて学修時間を確保し、能動的に関わってゆけるよう

に本制度の導入を行っています。 

２ 成績優秀学生の履修年次を越えた科目の履修について 

 変動型ＣＡＰ制度により前学期のＧＰＡがＳ又はＡランクの成績が優秀な学生は、履修可能単位数内



 

 

であれば履修希望科目の履修年次に関係なく履修が可能です。その際にはアカデミック・アドバイザー

と相談の上、次の事項に留意の上、履修する科目を決めてください。 

（１）副専攻の履修も考慮してください。 

（２）特に低学年次に、開講科目のナンバリング及びカリキュラムツリーにおいて難易度が高い科目を

履修する際には、十分留意してください。（科目難易度（Difficulty）項目を参照してください。） 

（３）低学年次には資格取得も視野に入れた履修を考慮してください。 

 

２ 変動型ＣＡＰ制度（履修制限） 

ランク 前学期のＧＰＡ 履修可能単位数 

Ｓランク 3.5 以上 28 

Ａランク 2.5 以上 3.5 未満 26 

Ｂランク 1.5 以上 2.5 未満 24（基準値） 

Ｃランク 1.5 未満（履修支援対象者） 18 

（１）新入生（１年生・編入生）・休学生や病気欠席等のやむを得ない事由により、その学期のすべての授業科

目を履修できなかった場合、次学期の上限単位数は GPA と関係なく基準値の２４単位となります。 

（２）長期履修生の履修できる単位の上限は前期１８単位・後期１８単位です。ただし、資格取得のため

の単位数については制限がありません。また、卒業論文についても上限数に加えて履修できます。 

 

３ 本学の最低履修単位数について 

学年 学期 履修可能単位数 最低履修単位数 資格取得のための単位数 

第 1学年 
前 期 24（基準値） 

指定しません。 

制限なし 

後 期 

前学期のＧＰＡに

より各自異なりま

す。 

基準値は 24 単位と

なります。 

第 2学年 
前 期 

後 期 

第 3学年 
前 期 

後 期 

第 4学年 

前 期 ８単位 

（卒業論文を含む） 後 期 

※後期に履修可能単位数以外に卒業論文（８単位）を履修す

ることも可能です。 

合    計  124 単位 

卒業基準単位 124 単位 124 単位   

 

４ 履修上の学生支援について  

（１）ＧＰＡがＣランクの場合、アカデミック・アドバイザー及び担当職員による履修支援が行われます。

（上記のＧＰＡの数値に関わらず履修支援が必要と判断した学生も、アカデミック・アドバイザー及

び担当職員による履修支援が行われます。） 

（２）２学期連続してＧＰＡがＣランクの場合、アカデミック・アドバイザー、担当職員及び保護者を交

えた四者面談が義務づけられます。（特別な履修支援が必要と判断された学生も、アカデミック・アド

バイザー、担当職員及び保護者を交えた四者面談が義務づけられます。） 

 

 

 

◆ 履修手続き 

 前期及び後期の履修手続きは下図の通りです。 



 

 

前期履修手続き方法 後期履修手続き方法 

ガイダンス及びオリエンテーション 

〔履修・単位認定・学生生活等〕 
講義開始 

↓ ↓ 

各講義の聴講 履修届の作成 各講義の聴講 履修届の作成 

↓        ↓ ↓       ↓ 

履修カード記入 大学事務局へ提出 
履修カード記

入 
大学事務局へ提出 

↓       ↓ ↓       ↓ 

担当教員へ提出 履修変更手続き 担当教員へ提出 履修変更手続き 

↓       ↓ ↓       ↓ 

前期履修手続き完了 後期履修手続き完了 

 

◆ 仏教学部教育課程略図 

学 部 仏教学部 

学科 仏教学科 

主専攻 日蓮学専攻 仏教芸術専攻 福祉学専攻 

副専攻 
主専攻以外の専攻を副専攻として履修しなければなりません。副専攻は他の専攻の専

門科目から１２単位以上履修し、修得してください。 

内 容 

仏教学、仏教史、日蓮教

学、 宗門史、日蓮思想、

臨床教学法要式等 

文学、仏教彫刻、仏教美術、

仏像修復、博物館学、仏教音

楽、社会教育等 

社会福祉、地域福祉等 

主な 

資格 

日蓮宗僧階（権僧都） 

 

学芸員資格 社会福祉士国家試験受験資

格、身体障害者福祉司、生活

指導員、知的障害者福祉司、

社会福祉主事 

取得できる

資格 

社会福祉士国家試験受験資格・学芸員資格・社会教育主事任用資格（社会教育士）・介護

福祉士実務者研修・身体障害者福祉司・生活指導員・知的障害者福祉司・社会福祉主事

地域福祉コーディネーター・日蓮宗僧階（権僧都）・高校公民１種・高校宗教１種（令和

３年度以前入学者） 

就職先 

寺院、日蓮宗関係の諸機関、各種企業、博物館等 

大学院等への進学 

特別養護老人ホームや養護

老人ホームなど高齢者施設

のケアワーカー、老人保健施

設や病院施設のケアワーカ

ー、各種社会福祉施設の職員

等 

留意事項 

1 福祉学専攻においては、１年次に履修した科目を修得できなかった場合、４年間で社会福祉士国家試

験受験資格を取得して卒業できない場合もあり得ますので、計画的に履修してください。 

2 在学中に、社会福祉士国家試験受験資格科目の実習系科目を修得できなかった場合、卒業後に実習系

科目を科目等履修生として修得できます。しかし、他の科目は科目等履修生として修得できず、社会福



 

 

祉士国家試験受験資格を得ることができません。 

3 資格取得について 

１年次より計画的に履修をしてください。漫然と履修していると資格を取得できないことがあります

ので、十分に注意してください。  

 

◆ 単位の認定・学期末試験等について 

1 履修科目の単位修得の認定は、試験などその科目ごとに指定された方法により行われ、一定の基準以

上に達した場合のみ、所定の単位が与えられます。 

2 全教科とも授業時間数の３分の２以上を出席しなければなりません。これに満たない場合は、学期末

試験を受験することができません。（３分の２以上出席しても単位が認められるとは限りません。） 

3 試験は原則として筆記試験で行われますが、レポート等の方法をもって代えることもあります。 

4 試験は所定の試験日時及び所定の場所で受けなければなりません。但し、やむを得ない事情によって

受験できなかった者に限り、追試験が許可される場合もあります。追試験を受けようとする場合は、定

期試験を受験できなかったことを証明する書類を添えて大学所定の日時までに大学事務局に願い出な

ければなりません。 

5 レポート等は担当教員の指示する期日までに指定された場所に直接本人が提出しなければなりません。 

郵送及び期日に遅れて提出されたものは、受理されません。 

6 評価及び単位の認定は、原則として学期末に成績通知票の郵送により行います。  



 

 

◆ 成績の評価制度 

1 ＧＰＡ制度（Grade Point Average）を導入した、成績の判定を Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ の５段階で行

います。 

 

ＧＰＡ制度の導入について 

平成２６年度より、修得した科目の評定をＳ・Ａ・Ｂ・Cの４段階で行い、成績を平均化したＧＰ

Ａ（Grade Point Average）を全学的に導入しました。これまでの成績評価は，Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ（不

可）の４段階でしたが、これをＳ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ（不可）の５段階評価に改めます。 

従来の 4段階評価から 5段階評価（特に従来の「Ａ（優）」を「Ｓ（秀）」と「Ａ（優）」に細分化）

という、よりきめ細かな成績評価を行うことで、学修の到達度が一層明確になります。 

ＧＰＡ制度は、本来学生自身がそれぞれの学修到達度を質的に把握することにより、学生自身の自

覚を促すための指標にすぎないのですが、その状況によっては、大学からの学修指導が行われること

になります。しかし、ＧＰＡ制度は、成績面から学生にペナルティーを課し、学生を管理することを

目的とするわけではなく、学生の勉学の動機付け、励ます制度として導入された制度です。 

なお、ＧＰＡ制度では、単位を修得できなかった不合格科目（Ｄ評価の科目）や未受験科目（F評

価の科目）も成績に加算されます。従って、不合格科目や履修放棄科目が多いとそれだけＧＰＡが低

くなり、その意味で学生の勉学への意欲や取組み方がはっきりと表れます。 

また、ＧＰＡ制度は教育の国際化に対応できる指標であるために、最近日本でもＧＰＡ制度と併せ

て 5段階評価を導入する大学が増えていることから、他大学の制度との互換性を高めることにもなり

ます。 

 

2 試験得点に応じて５段階（4.0、3.0、2.0、1.0、0）の数値【グレード・ポイント（以下「ＧＰ」とい

う。）】設定をします。なお、受講を途中でやめた科目や不合格となった科目はＧＰが 0 点となります。 

3 各履修科目のＧＰに、科目の単位数をかけた値を全履修科目分合算し、その値を全履修科目の単位数

の合計で割ったものがＧＰＡとなります。 

4 成績評価とＧＰ 

評価区分 評定記号と評価内容 付加するＧＰ 旧評価 

100～90 点 Ｓ（秀）：特に優れた成績である ４ 
Ａ 

89～80 点 Ａ（優）：優れた成績である ３ 

79～70 点 Ｂ（良）：概ね妥当な成績である ２ Ｂ 

69～60 点 Ｃ（可）：合格に必要な最低限度を満たした成績である １ Ｃ 

59～0点 Ｄ（不可）：合格には至らない成績である ０ Ｄ 

 Ｎ：単位認定科目であり，ＧＰＡ計算対象外 なし  

（１） ＧＰＡの対象となる授業科目 

以下に該当する科目を除く、全ての授業科目がＧＰＡの対象となります。 

〈以下に該当する科目はＧＰが付加されません。〉 

① 合格か不合格かだけを判定する授業科目  

② 編入学または転入学した際の単位認定科目 

③ 本学入学前に修得した単位認定科目 

④ 他大学との単位互換等で修得した科目  

⑤ 高大連携の単位認定 

 

（２）算出方法 

算出式は次のとおりです。  



 

 

 

4.0×Ｓの修得単位数＋3.0×Ａの修得単位数＋2.0×Ｂの修得単位数＋1.0×Ｃの修得単位数 

総履修単位数（「Ｄ（不可）」）の単位数を含む） 

 

（注１）ＧＰＡの計算は、小数点第２位以下を四捨五入するものとします。 

（注２）「総履修登録単位数」には、不合格科目を再履修し、合格の評価を得た場合及び再履修の 

結果再び不合格の評価であった場合、それぞれ再履修前の不合格評価については、通算 

のＧＰＡには算入しません。 

 

 

（参考）ある学生のＧＰＡ 

授業科目名 単位 得点 評価 ＧＰ ＧＰ×科目の単位数 

哲学 2 92 Ｓ（秀） 4.0 4.0×２ ＝ 8.0 

政治学 2 75 Ｂ（良） 2.0 2.0×２ ＝ 4.0 

自然科学入門 2 35 Ｄ（不可） 0.0 0.0×２ ＝ 0.0 

倫理学 2 70 Ｂ（良） 2.0 2.0×２ ＝ 4.0 

健康とスポーツの科学 2 受験不可 Ｄ（不可） 0.0 0.0×2 ＝ 0.0 

英語Ａ 2 80 Ａ（優） 3.0 3.0×２ ＝ 6.0 

日蓮聖人伝 2 90 Ｓ（秀） 4.0 4.0×２ ＝ 8.0 

発達心理学 2 64 Ｃ（可） 1.0 1.0×２ ＝ 2.0 

心理学 2 84 Ａ（優） 3.0 3.0×２ ＝ 6.0 

介護総論 2 100 Ｓ（秀） 4.0 4.0×２ ＝ 8.0 

日蓮学入門 2 95 Ｓ（秀） 4.0 4.0×２ ＝ 8.0 

合 計 22    54.0 ポイント 

ＧＰＡ ＝ 2.5 （54.0÷ 22 ＝2.45…小数点第２位を四捨五入する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 仏教学科履修表 

１ 主専攻による履修表 

（１）教養科目 



 

 

分野 履修方法 最低修得単位数 

人文・社会科学系科目 ６単位以上修得 

必修科目を含む、２８単位以上修得 

自然科学系・総合領域科目 ６単位以上修得 

地域教養科目 ２単位以上修得 

情報科目 ２単位以上修得 

保健体育科目 ２単位以上修得 

語学科目 
同一科目（Ａ・B）４単位以上修

得 

 

（２）専門基礎科目 

区分 専攻 最低修得単位数 

専門基礎科  目 

日蓮学専攻 

必修科目を含む、１２単位以上修得 仏教芸術専攻 

福祉学専攻 

 

（３）専門科目 

区分 専攻 履修方法 最低修得単位数 

専門科目 

日蓮学専攻 

日蓮学専攻科目の「日蓮学系科目」「仏教学系科

目」「仏教実践系科目」から履修 

共通科目の「キャリア系科目」「ゼミナール・卒

業論文」から履修 
主専攻より必修科目を

含めて７２単位以上、

副専攻より１２単位以

上、合計８４単位以上

修得 

仏教芸術専攻 

仏教芸術専攻科目の「仏教芸術系科目」「宗教学

系科目」「博物館学系科目」から履修 

共通科目の「キャリア系科目」「ゼミナール・卒

業論文」から履修 

福祉学専攻 

福祉学専攻科目の「福祉理論系科目」「福祉技術

系科目」から履修 

共通科目の「キャリア系科目」「ゼミナール・卒

業論文」から履修 

 

（４） 教養科目・専門基礎科目・専門科目の合計 

専攻 教養科目 専門基礎科目 主専攻専門科目 
副専攻専門科

目 
合計 

日蓮学専攻 
２８単位 

以上修得 

１２単位 

以上修得 

７２単位 

以上修得 

１２単位 

以上修得 

１２４単位 

以上修得 
仏教芸術専攻 

２８単位 

以上修得 

１２単位 

以上修得 

７２単位 

以上修得 

１２単位 

以上修得 

福祉学専攻 
２８単位 

以上修得 

１２単位 

以上修得 

７２単位 

以上修得 

１２単位 

以上修得 

 

 

 

 

～令和２年度以前入学者適応～ 

 



 

 

◆身延山大学のコンピデンシ―【特色のある教育プログラム】  

 一般的な定義では、高い仕事力を維持している社会人に共通して見られる行動特性のことです。高い能

力を有する社会人の思考や行動を分析して、その能力を身につけることで、社会的に求められる人材とな

ることを大学教育の中に落とし込み、学生にとって求められる能力の獲得に結びつけてゆくための指針

（コンピテンシー）と、その指針に基づいた教育内容の展開を意味します。 

 身延山大学のコンピテンシーは、７種別 21 項目として表しています。 

 種 別 項 目 種 別 項 目 

人 間 力 

（生涯学習力） 

多様な学問の考え方 
表 現 力 

文章表現力 

健 康 力 口頭表現力 

地 域 理 解 
思 考 力 

批判的思考力 

異文化理解 論理的思考力 

外国語リテラシー 

課題探求力 

課題設定力 

知識活用能力 

（情報リテラシー） 

情報収集力 構 想 力 

情報分析力 計 画 力 

情報構成力 

課題解決力 

実 行 力 

コミュニケーション力 

読 解 力 評 価 力 

傾 聴 力 改 善 力 

会 話 力   
 

◆ 授業科目 

 授業科目には、「必修科目」「選択必修科目」「選択科目」があります。必修科目は必ず修得しなければ

ならない科目、選択必修科目は定められた科目の中から選択して必ず修得しなければならない科目のこ

とです。必修科目と選択必修科目から定められた単位を修得しなければ、規定の総単位（１２４単位）に

達していても、卒業ができません。 
 

◆ 単  位 

 授業科目には学習内容に応じて単位が定められ、授業に出席し、試験等に合格した者に対し単位が与え

られます。『大学設置基準』では、「単位」について次のように定められています。 

第２１条 各授業科目の単位数は、大学において定めるものとする。 

２ 前項の単位数を定めるに当たっては、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容をも

って構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学

修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。 

（1）講義及び演習については、１５時間から３０時間までの範囲で大学が定める時間の授業をもっ

て１単位とする。 

（2）実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲で大学が定める時間の授業

をもってこれを１単位とする。ただし、芸術等の分野における個人指導による実技の授業につい

ては、大学が定める時間の授業をもって１単位とすることができる。 

（3）前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目については、これらの

学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要な学修等

を考慮して、単位数を定めることができる。 

１年間の授業時間 

第２２条 １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、３５週にわたることを原則とする。 

◆ 授業形態について 

 本学の授業形態は「対面授業」と「遠隔授業」があります。多くの科目は「対面授業」で行われますが、

「遠隔授業」で行う科目、「対面授業」と「遠隔授業」を併用する科目もあります。通常は「対面授業」

で行われますが、諸事情により急遽「遠隔授業」に変更となる場合もあります。また、年度途中に全面的



 

 

に対面・遠隔のいずれか、あるいは全く異なる授業形式に移行することも考えられます。なお、変更が生

じる場合、Gmail でお知らせします。 

１ 「対面授業」について 

  基本的に教室において教員が対面により、学生に対して「講義」「教育研究指導」「実験・実習」等を

行う授業です。（小中高と同じ授業形式です。） 

２ 「遠隔授業」について 

インターネットに接続したデバイスを利用して行う授業です。 

３ 本学での「遠隔授業」について 

（１）同時双方向型（リアルタイム配信、ライブ配信）授業 

  ビデオ会議システム等を利用し、基本的には時間割の開講時限にあわせて授業を行います。教員と

学生がオンライン上で集まり、映像と音声、資料を共有しながら、対面授業と同じ形式で授業が進め

られます。教員と学生が、互いに映像・音声等によるやり取りを行い、質疑応答の機会が確保されま

す。 

（２）オンデマンド授業 

同時双方向ではなく、授業動画、音声付きのパワーポイントなどを視聴し、または、提示された資

料や教科書をもとに教員の指示に従って課題を提出する授業です。授業毎に設問・解答、添削指導、

質疑応答等による十分な指導を行い、当該授業に関する学生等の意見の交換の機会が確保されます。 

（３）ハイフレックス形式授業（同時双方型と対面授業形式の併用） 

時間割に記載された時限に、同時双方向型（リアルタイム配信）と教室での対面授業で開講されま

す。学生さんはＰＣ又はタブレットで、ネット接続が可能な所でしたらどこでも受講ができます。ま

た、教室においても対面授業形式で受講できます。 

４ 「遠隔授業」受講のルール（「対面授業」でも適応） 

次のルールを遵守した上で、遠隔授業を受講してください。なお、このルールは対面授業でも適用され

ます。 

（１）遠隔授業を妨害する行為をしてはいけません。（遠隔授業等に対する不正なアクセスや不適切な

行為等も含まれます。） 

（２）遠隔授業や配布資料へのアクセスのために与えられた URL、ID 及びパスワード等を他者に教えて

はいけません。 

（３）配布されたファイル（音声・動画・画像）、教材、資料等を他者に送付する。または、SNS や掲

示板等インターネット上にアップロードをしてはいけません。 

（４）許可なく担当教員や受講者の動画・画像や音声を取得し、SNS や掲示板等インターネット上にア

ップロードしてはいけません。 

（５）受講者の氏名、学籍番号等の個人情報を SNS や掲示板等インターネット上にアップロードした

り、外部に漏洩及び公表してはいけません。 

（６）担当教員や受講者について、SNS や掲示板等で誹謗中傷や、誤った情報を発信してはいけませ

ん。 

（７）「遠隔授業」では、自分からの発信が他の受講者にも見られていることを十分に認識し、自分の

個人情報の管理にも気をつけてください。自分の画像・音声は他の受講者にも見られていることに

留意してください。 

（８）「遠隔授業」においても、「身延山大学学則第４６条」に定める本学学生の本分に反する行為を

行ってはいけません。 

（９）（７）を除く上記のことを守られなかった場合には、本学が付与するアカウント等を停止すること

があります。また、本学学則により懲戒処分の対象となり、法律に基づく処分を受けることもありま

す。 

◆ 講義科目のナンバリング 

 本学では、授業内容や履修年次等に応じた、講義科目のナンバリング制度を設けました。全て数字で構



 

 

成されています。その科目がどの分野で、どれくらいのレベルであるかを知るために活用してください。 

なお、本学は仏教学科のみであるために、学科を区別するコードはありません。 

 

（１）基礎系科目について 

区分 分野 履修年次 コード 

教養科目 人間探求科目 

社会探求科目 

情報科目 

総合科目 

保健体育科目 

語学科目 

全て１年又は２年

次以上で修得する

科目です。 

１番台から 200 番台まで 

専門基礎科目 専門基礎科目 500 番台 

 

（２）専門系科目について 

科目名 区分コード 分野コード 履修年次 枝番 

例） 日蓮教学史 1 0 7 1 

専門科目 1 

卒業論文 2 

資格取得に関する科目 5 

日本語科目 9 

分野一覧表参照 1 年次以上 0 

2 年次以上 3 

3 年次以上 7 

番号 

※卒業論文及び卒業制作のコードは全て 2000 番台です。 

※専門系科目における「分野一覧表」 

分野 分類番号 分野 分類番号 分野 分類番号 

日蓮学系科目 0 仏教学系科目 1 仏教実践系科目 2 

仏教芸術系科目 3 宗学系科目 4 博物館学系科目 5 

福祉理論系科目 6 キャリア系科目 7 ゼミナール系科

目 

8 

 

（３）資格取得に関する科目について 

科目名 区分コード 分野コード 履修年次 枝番 

例） 教職論 5 1 3 2 

資格取得に関する科目 5 

 

分野一覧表参照 1 年次以上 0 

2 年次以上 3 

3 年次以上 7 

番号 

 

※資格取得に関する科目の「分野一覧表」 

分野 分類番号 分野 分類番号 

学芸員資格取得に関する科目 0 教職員免許状取得に関する科目 1 

社会教育主事資格取得に関する

科目 

2 社会福祉士国家試験受験資格に関

する科目 

3 

介護福祉士国家試験受験資格取

得に関する科目 

4 保育士資格取得に関する科目 5 

   

（４）留学生の日本語教育に関する科目について 

  留学生の日本語教育に関する科目のコードは全て 9000 番台です。 

（５）その他 

  一部の資格取得科目については該当しない場合もあります。不明な点は大学事務局に問合せてくだ

さい。 

 



 

 

◆ 時間割 

 学期は、前期・後期とし、各学期は原則として１５週とします。毎日の講義時間は１時限（１コマ）９

０分を原則として、以下の表の通り、５時限（５コマ）に区切って授業を行います。 

 

時間割 

時  限 授業時間 

第 1時限 8：50～10：20 

第 2 時限 10：25～11：55 

昼休み 11：55～12：25 

第 3 時限 12：25～13：55 

第 4 時限 14：00～15：30 

第 5 時限 15：35～17：05 

 

◆ ガイダンス 

 ガイダンスでは、新しい学年のはじめに、各科目を受講するための履修方法・登録及び大学生活を送る

上での必要事項についての説明がなされます。下記のガイダンスがありますので必ず出席し、確認するよ

うにして下さい。 

・在校生ガイダンス  在校生（２・３・４年生）を対象としたガイダンス 

・新入生オリエンテーション 新入生（１年生・編入生）を対象としたオリエンテーション 

・諸資格ガイダンス  諸資格課程履修者を対象としたガイダンス 

（在校生ガイダンス時 新入生・編入生ガイダンス時） 

・個別履修相談    全学年を対象とした履修方法の個別相談（４月初旬から中旬 大学事務局） 

 

◆ アカデミック・アドバイザー制度 

アカデミック・アドバイザーは「学業上の助言者」という意味ですが、本学では担当教員が、学生

一人ひとりに対し、入学から卒業まで学習全般や学生生活の指導、助言及び相談を行い、効果的な学

習を支援します。いわゆる担任の先生の役割をします。一人じゃないから頑張ることもできます！ 

 【アカデミック・アドバイザーの役割】 

（１）履修登録に関する指導 

   履修登録については、学生本人の希望を優先しますが、修得単位や就職希望等を勘案し出来るだ

け高  

い学習効果が得られるよう指導・助言を行います。 

（２）学習に関する指導 

 履修登録に関する指導や、学習に関する指導・助言を行います。履修登録終了後も学生の学習状

況を確認し、学習面のアドバイスを行います。 

（３）成績不振学生に対する指導 

当該学期の修得単位数が１０単位以下の学生や、GPA が 1.5 未満の学生に対し、個別に指導を行

います。 

（４）学生生活の指導、助言及び相談 

    入学したばかりの１年生や編入生の皆さんは勉学上の悩みだけではなく、生活上の悩みに直面

するかも知れません。大学生活になじめない、健康がすぐれない、気分が落ち込む、セクシュアル

ハラスメントの被害にあう、経済上の問題等があります。こうした悩みについてもアカデミック・

アドバイザーは相談に乗ってくれる頼もしい存在です。 

 

◆ 履修上の規定 



 

 

 科目を履修するためには、前期は、前期履修登録締切日（年間行事予定表参照）までに、後期は、後

期履修登録締切日（学年暦参照）までに、各自が履修登録をしなければなりません。履修登録を行わな

ければ、試験を受けても単位取得が認められません。 

  履修登録をするためには、所定の期日までに、『履修カード』を担当教員に、『履修届』を大学事務局に

提出しなければなりません。『履修カード』に記入した科目と『履修届』に記入した科目が同じ場合にの

み、履修登録が完了となります。『履修カード』、『履修届』に、不明瞭に記された科目については、その

登録が無効となりますので注意して下さい。 

 

『履修カード』 …前期・後期の学期当初に、大学事務局にて配布します。講義ｺｰﾄﾞ・講義名・担当

教員名等を記入し、前期・後期の第一回講義時に提出します。 

『履修届』   …前期・後期の学期当初に、大学事務局にて配布します。履修科目・講義ｺｰﾄﾞ・講

義名・担当教員名等を記入し、大学事務局に提出して下さい。 

同時限に重複する科目を登録したり、年次指定を間違えたりしないように注意し

て下さい。 

◆ 履修登録後の注意 

1 履修登録後は、登録された科目以外は履修が認められません。 

2 履修変更（登録変更）は、年間行事予定表を参照し、履修登録変更届期限内に行ってください。それ

以外の履修変更は、一切認められません。 

 

◆ 年間制限単位数 

１ 変動型ＣＡＰ制度の導入について 

   本学では学生が学力に応じた十分な学修時間を確保するために、履修登録可能な単位数の上限

を、学期ごとの成績（ＧＰＡ）により上下する制度（変動型ＣＡＰ制度）を採用しています。 

変動型ＣＡＰ制度とは、前学期のＧＰＡにより、下表に示す履修上限単位数が４段階に変動する制度

のことです。この制度を導入する背景には、１，２年次の学生が単位を多く履修して、予習・復習も不

十分なまま授業に臨み、どの科目も理解不十分になり、途中で履修を放棄する事例が多く見られたから

です。そこで本学ではＧＰＡを基にして、履修可能な単位数の上限（ＣＡＰ制）を設定することで、学

生自身が自らの成績状況を理解し、学修内容に応じて学修時間を確保し、能動的に関わってゆけるよう

に本制度の導入を行っています。 

 

２ 変動型ＣＡＰ制度（履修制限） 

ランク 前学期のＧＰＡ 履修可能単位数 

Ｓランク 3.5 以上 28 

Ａランク 2.5 以上 3.5 未満 26 

Ｂランク 1.5 以上 2.5 未満 24（基準値） 

Ｃランク 1.5 未満（履修支援対象者） 18 

（1）新入生（１年生・編入生）・休学生や病気欠席等のやむを得ない事由により、その学期のすべての授業科

目を履修できなかった場合、次学期の上限単位数は GPA と関係なく基準値の２４単位となります。 

（2）長期履修生の履修できる単位の上限は前期１８単位・後期１８単位です。ただし、資格取得のため

の単位数については制限がありません。また、卒業論文についても上限数に加えて履修できます。 



 

 

３ 本学の最低履修単位数について 

学年 学期 履修可能単位数 最低履修単位数 資格取得のための単位数 

第 1学年 
前 期 24（基準値） 

指定しません。 

制限なし 

後 期 

前学期のＧＰＡに

より各自異なりま

す。 

基準値は 24 単位と

なります。 

第 2学年 
前 期 

後 期 

第 3学年 
前 期 

後 期 

第 4学年 

前 期 ４単位 

（卒業論文を含む） 後 期 

※後期に履修可能単位数以外に卒業論文（４単位）を履修す

ることも可能です。 

合    計  124 単位 

卒業基準単位 124 単位 124 単位   

 

４ 履修上の学生支援について  

(1) ＧＰＡがＣランクの場合、アカデミック・アドバイザー及び担当職員による履修支援が行われます。

（上記のＧＰＡの数値に関わらず履修支援が必要と判断した学生も、アカデミック・アドバイザー及

び担当職員による履修支援が行われます。） 

(2) ２学期連続してＧＰＡがＣランクの場合、アカデミック・アドバイザー、担当職員及び保護者を交え

た四者面談が義務づけられます。（特別な履修支援が必要と判断された学生も、アカデミック・アド

バイザー、担当職員及び保護者を交えた四者面談が義務づけられます。） 

 

◆ 履修手続き 

 前期及び後期の履修手続きは下図の通りです。 

前期履修手続き方法 後期履修手続き方法 

ガイダンス及びオリエンテーション 

〔履修・単位認定・学生生活等〕 
講義開始 

↓ ↓ 

各講義の聴講 履修届の作成 各講義の聴講 履修届の作成 

↓        ↓ ↓       ↓ 

履修カード記入 大学事務局へ提出 
履修カード記

入 
大学事務局へ提出 

↓       ↓ ↓       ↓ 

担当教員へ提出 履修変更手続き 担当教員へ提出 履修変更手続き 

↓       ↓ ↓       ↓ 

前期履修手続き完了 後期履修手続き完了 

 

 



 

 

◆ 仏教学部教育課程略図 

※令和 5年度以降は、「介護福祉士国家試験受験資格」「保育士資格」課程は開講されません。 

学 部 仏教学部 

学科 仏教学科 

主専攻 日蓮学専攻 仏教芸術専攻 福祉学専攻 

副専攻 仏教芸術専攻 福祉学専攻 日蓮学専攻 福祉学専攻 日蓮学専攻 仏教芸術専攻 

内 容 

仏教学、仏教史、日蓮教学、 

宗門史、日蓮思想、臨床教学

法要式等 

仏教彫刻、仏教美術、仏像修

復、博物館学、仏教音楽等 

社会福祉、介護福祉、児童福

祉、保育、地域福祉等 

資格 

日蓮宗僧階（権僧都） 

中学・高校宗教１種 

（平成３０年度入学者まで） 

高校宗教１種 

（平成３１年度入学者から） 

高校公民１種 

学芸員資格 

社会教育主事（社会教育士） 

社会福祉主事 

介護福祉士実務者研修 

日蓮宗僧階（権僧都） 

中学・高校宗教１種 

（平成３０年度入学者まで） 

高校宗教１種 

（平成３１年度入学者から） 

高校公民１種 

学芸員資格 

社会教育主事（社会教育士） 

社会福祉主事 

介護福祉士実務者研修 

社会福祉士国家試験受験資

格 

介護福祉士国家試験受験資

格 

保育士、日蓮宗僧階（権大講

師） 

身体障害者福祉司、児童指導

員 

生活指導員、知的障害者福祉

司 

学芸員資格 

社会教育主事（社会教育士） 

社会福祉主事 

介護福祉士実務者研修 

就職先 

寺院、日蓮宗関係の諸機関、各種企業、博物館等 

大学院等への進学 

特別養護老人ホームや養護

老人ホームなど高齢者施設

のケアワーカー、老人保健施

設や病院施設のケアワーカ

ー、各種社会福祉施設の職員

等保育所の保育士、各種社会

福祉施設の職員等 

留意事項 

1 福祉学専攻においては、１年次に履修した科目を修得できなかった場合、４年間で卒業できない場合

もあり得ますので、計画的に履修してください。 

2 資格取得について 

（１）１年次より計画的に履修をしてください。漫然と履修していると資格を取得できないことがありま

すので、十分に注意してください。  

（２）在学中に、社会福祉士国家試験受験資格科目の実習系科目を修得できなかった場合、卒業後に実習

系科目を科目等履修生として修得できます。しかし、他の科目は科目等履修生として修得できず、社会

福祉士国家試験受験資格を得ることができません。 

（３）介護福祉士国家受験資格は在学中に全ての科目を修得しないと、会福祉士国家試験受験資格を得る

ことができません。（科目等履修生として修得することはできません。） 

 

 



 

 

◆ 単位の認定・学期末試験等について 

1 履修科目の単位修得の認定は、試験などその科目ごとに指定された方法により行われ、一定の基準以

上に達した場合のみ、所定の単位が与えられます。 

2 全教科とも授業時間数の３分の２以上を出席しなければなりません。これに満たない場合は、学期末

試験を受験することができません。 

3 試験は原則として筆記試験で行われますが、レポート等の方法をもって代えることもあります。 

4 試験は所定の試験日時及び所定の場所で受けなければなりません。但し、やむを得ない事情によって

受験できなかった者に限り、追試験が許可される場合もあります。追試験を受けようとする場合は、定

期試験を受験できなかったことを証明する書類を添えて大学所定の日時までに大学事務局に願い出な

ければなりません。 

5 レポート等は担当教員の指示する期日までに指定された場所に直接本人が提出しなければなりません。 

郵送及び期日に遅れて提出されたものは、受理されません。 

6 評価及び単位の認定は、原則として学期末に成績通知票の郵送により行います。  



 

 

◆ 成績の評価制度 

1 ＧＰＡ制度（Grade Point Average）を導入した、成績の判定を Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ の５段階で行

います。 

 

ＧＰＡ制度の導入について 

平成２６年度より、修得した科目の評定をＳ・Ａ・Ｂ・Cの４段階で行い、成績を平均化したＧＰ

Ａ（Grade Point Average）を全学的に導入しました。これまでの成績評価は，Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ（不

可）の４段階でしたが、これをＳ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ（不可）の５段階評価に改めます。 

従来の 4段階評価から 5段階評価（特に従来の「Ａ（優）」を「Ｓ（秀）」と「Ａ（優）」に細分化）

という、よりきめ細かな成績評価を行うことで、学修の到達度が一層明確になります。 

ＧＰＡ制度は、本来学生自身がそれぞれの学修到達度を質的に把握することにより、学生自身の自

覚を促すための指標にすぎないのですが、その状況によっては、大学からの学修指導が行われること

になります。しかし、ＧＰＡ制度は、成績面から学生にペナルティーを課し、学生を管理することを

目的とするわけではなく、学生の勉学の動機付け、励ます制度として導入された制度です。 

なお、ＧＰＡ制度では、単位を修得できなかった不合格科目（Ｄ評価の科目）や未受験科目（F評

価の科目）も成績に加算されます。従って、不合格科目や履修放棄科目が多いとそれだけＧＰＡが低

くなり、その意味で学生の勉学への意欲や取組み方がはっきりと表れます。 

また、ＧＰＡ制度は教育の国際化に対応できる指標であるために、最近日本でもＧＰＡ制度と併せ

て 5段階評価を導入する大学が増えていることから、他大学の制度との互換性を高めることにもなり

ます。 

 

2 試験得点に応じて５段階（4.0、3.0、2.0、1.0、0）の数値【グレード・ポイント（以下「ＧＰ」とい

う。）】設定をします。なお、受講を途中でやめた科目や不合格となった科目はＧＰが 0 点となります。 

3 各履修科目のＧＰに、科目の単位数をかけた値を全履修科目分合算し、その値を全履修科目の単位数

の合計で割ったものがＧＰＡとなります。 

4 成績評価とＧＰ 

評価区分 評定記号と評価内容 付加するＧＰ 旧評価 

100～90 点 Ｓ（秀）：特に優れた成績である ４ 
Ａ 

89～80 点 Ａ（優）：優れた成績である ３ 

79～70 点 Ｂ（良）：概ね妥当な成績である ２ Ｂ 

69～60 点 Ｃ（可）：合格に必要な最低限度を満たした成績である １ Ｃ 

59～0点 D（不可）：合格には至らない成績である ０ Ｄ 

 Ｎ：単位認定科目であり，ＧＰＡ計算対象外 なし  

（１） ＧＰＡの対象となる授業科目 

以下に該当する科目を除く、全ての授業科目がＧＰＡの対象となります。 

〈以下に該当する科目はＧＰが付加されません。〉 

① 合格か不合格かだけを判定する授業科目  

② 編入学または転入学した際の単位認定科目 

③ 本学入学前に修得した単位認定科目 

④ 他大学との単位互換等で修得した科目  

⑤ 高大連携の単位認定 

 

 

 



 

 

 

（２）算出方法 

算出式は次のとおりです。  

 

4.0×Ｓの修得単位数＋3.0×Ａの修得単位数＋2.0×Ｂの修得単位数＋1.0×Ｃの修得単位数 

総履修単位数（「Ｄ（不可）」の単位数を含む） 

 

（注１）ＧＰＡの計算は、小数点第２位以下を四捨五入するものとします。 

（注２）「総履修登録単位数」には、不合格科目を再履修し、合格の評価を得た場合及び再履修の 

結果再び不合格の評価であった場合、それぞれ再履修前の不合格評価については、通算 

のＧＰＡには算入しません。 

 

 

（参考）ある学生のＧＰＡ 

授業科目名 単位 得点 評価 ＧＰ ＧＰ×科目の単位数 

哲学 2 92 Ｓ（秀） 4.0 4.0×２ ＝ 8.0 

政治学 2 75 Ｂ（良） 2.0 2.0×２ ＝ 4.0 

自然科学入門 2 35 Ｄ（不可） 0.0 0.0×２ ＝ 0.0 

倫理学 2 70 Ｂ（良） 2.0 2.0×２ ＝ 4.0 

健康とｽﾎﾟｰﾂの科学 2 受験不可 Ｄ（不可） 0.0 0.0×2 ＝ 0.0 

英語Ａ 2 80 Ａ（優） 3.0 3.0×２ ＝ 6.0 

介護実習Ⅱ 4 90 Ｓ（秀） 4.0 4.0×４ ＝ 16.0 

経済学 2 64 Ｃ（可） 1.0 1.0×２ ＝ 2.0 

心理学 2 84 Ａ（優） 3.0 3.0×２ ＝ 6.0 

法学 2 100 Ｓ（秀） 4.0 4.0×２ ＝ 8.0 

情報処理入門 2 95 Ｓ（秀） 4.0 4.0×２ ＝ 8.0 

合 計 24    62.0 ポイント 

ＧＰＡ ＝ 2.6 （62.0÷ 24 ＝2.45…小数点第２位を四捨五入する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆ 仏教学科履修表 

１ 主専攻による履修表【主専攻のみの場合はこちらを参考にしてください。】 

（１） 教養科目（各専攻共通） 



 

 

区分 分野 履修方法 修得単位数 

教養科目 

人間探求科目 ４単位以上修得  

１０単位以上修得 

２０単位以上修得 

 

社会探求科目 ４単位以上修得 

情報科目  

総合科目 

 「基礎ゼミⅠ」 

 「基礎ゼミⅡ」 

 上記以外の科目 

 

１単位必修 

１単位必修 

２単位以上修得 

保健体育科目 ２単位以上修得 

語学科目 同一科目（A・B）４単位以上修得 

 

（２）専門基礎科目 

区分 専攻 履修方法 備考 

専門基礎

科   

目 

日蓮学専攻 必修科目を含む、１２単位以上修得  専攻により修得単

位が異なるので留

意してください。 

仏教芸術専攻 必修科目を含む、１２単位以上修得 

福祉学専攻 必修科目を含む、１０科目１８単位以上修得 

 

（３）専門科目 

区分 専攻 履修方法 備考 

専門科目 

日蓮学専攻 

日蓮学系科目・仏教学系科目・仏教実践系科目 

キャリア系科目・ゼミナール・卒業論文から、 

必修科目を含む、９２単位以上修得  
専攻により修得単

位が異なるので留

意してください。 
仏教芸術専攻 

仏教芸術系科目・宗教学系科目・博物館学系科目 

キャリア系科目・ゼミナール・卒業論文から 

必修科目を含む、９２単位以上修得 

福祉学専攻 
福祉理論系科目・キャリア系科目・ゼミナール・卒業

論文から、必修科目を含む、８６単位以上修得 

 

（４）教養科目・専門基礎科目・専門科目の合計 

専攻 教養科目 専門基礎科目 専門科目 合計 

日蓮学専攻 ２０単位以上修得 １２単位以上修得 ９２単位以上修得  

１２４単位以上 

修得 

仏教芸術専攻 ２０単位以上修得 １２単位以上修得 ９２単位以上修得  

福祉学専攻 ２０単位以上修得 
１０科目１８単位 

以上修得 
８６単位以上修得 

 

 

 

 

 

 

 

２ 主専攻の他に副専攻を履修した場合の履修表 

（１）教養科目（各専攻共通）【主専攻のみ履修した場合と変わりません】 

区分 分野 履修方法 修得単位数 



 

 

教養科目 

人間探求科目 ４単位以上修得  

１０単位以上修得 

２０単位以上修得 

 

社会探求科目 ４単位以上修得 

情報科目  

総合科目 

 「基礎ゼミⅠ」 

 「基礎ゼミⅡ」 

 上記以外の科目 

 

１単位必修 

１単位必修 

２単位以上修得 

保健体育科目 ２単位以上修得 

語学科目 同一科目（A・B）４単位以上修得 

 

（２）専門基礎科目【主専攻のみ履修した場合と変わりません】 

区分 専攻 履修方法 備考 

専門基礎

科  目 

日蓮学専攻 必修科目を含む、１２単位以上修得  
専攻により修得単位

が異なるので留意し

てください。 

仏教芸術専攻 必修科目を含む、１２単位以上修得 

福祉学専攻 
必修科目を含む、１０科目１８単位以上修

得 

 

（３）専門科目【主専攻のみ履修した場合と、大きく変わります。留意して履修してください。】 

区分 
主専攻 副専攻 

合計 
専攻 履修方法 専攻 履修方法 

専門科目 

日蓮学専攻 

日蓮学系科目 

仏教学系科目 

仏教実践系科目 

キャリア系科目 

ゼミナール・卒業論文 

から 

必修科目６２単位全て修

得  

日蓮学専攻 

日蓮学系科目 

仏教学系科目 

仏教実践系科目 

キャリア系科目 

から 

３０単位以上修

得 

９２単

位 

仏教芸術専攻 

仏教芸術系科目 

宗教学系科目 

博物館学系科目 

キャリア系科目 

ゼミナール・卒業論文 

から 

必修科目６２単位全て修

得 

仏教芸術専攻 

仏教芸術系科目 

宗教学系科目 

博物館学系科目 

キャリア系科目 

から 

３０単位以上修

得 

９２単

位 

福祉学専攻 

福祉理論系科目 

キャリア系科目 

ゼミナール・卒業論文 

から 

必修科目を含む５６単位

以上修得 

福祉学専攻 

福祉理論系科目 

キャリア系科目 

から 

３０単位以上修

得 

８６単

位 

 

（４）教養科目・専門基礎科目・主専攻専門科目・副専攻専門科目の合計 



 

 

専攻 教養科目 専門基礎科目 
主専攻 

専門科目 

副専攻 

専門科目 
合計 

日蓮学専攻 
２０単位 

以上修得 

１２単位 

以上修得 

６２単位 

以上修得  

３０単位 

以上修得 

１２４単位 

以上修得 
仏教芸術専攻 

２０単位 

以上修得 

１２単位 

以上修得 

６２単位 

以上修得  

３０単位 

以上修得 

福祉学専攻 
２０単位 

以上修得 

１０科目１８単

位以上修得 

５６単位 

以上修得 

３０単位 

以上修得 

 

（５）参考資料（主専攻のみ履修した場合と、主専攻と副専攻を履修した場合の単位の比較） 

専攻 専攻 教養科目 専門基礎科目 
主専攻 

専門科目 

副専攻 

専門科目 
合計 

日蓮学専攻 
主専攻 

２０単位 

以上修得 

１２単位 

以上修得 

９２単位 
以上修得 

なし 

１２４単位

以上修得 

副専攻 
６２単位 
以上修得 

３０単位 
以上修得 

仏教芸術専攻 
主専攻 

２０単位 

以上修得 

１２単位 

以上修得 

９２単位 
以上修得 

なし 

副専攻 
６２単位 
以上修得 

３０単位 
以上修得 

福祉学専攻 
主専攻 

２０単位 

以上修得 

１０科目１８単

位以上修得 

８６単位 
以上修得 

なし 

副専攻 
５６単位 
以上修得 

３０単位 
以上修得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


